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平成 18年７月 23日発行                                   （１） 

の数は３５頭でした。毎日、牛にゅうが２００CCのびんで１５００本とれます。 

えさやりは、朝ばん２回。えさはビールかすと、大豆と、麦かすと、しょうゆかす

と、とうもろこしと、牛フードと、ほしくさです。 

子どもは１年かけて大人になります。メスは、大人になって２年かけて、母になります。子

どもの生まれた時は、３５ｋｇで３時間で立ちます。子どもをうんで、はじめてしぼったおち

ちは、子どもにあげます。牛のおちちは、そのままのめないので、７５度で１５分さっきんす

るけれど、日持ちはしません。 

馬も２頭います。名前は、チビ太とまる子。馬は、くろせさんのペットで、ようちえんやほ

いくえんのお友だちが来ても楽しいようにかっているそうです。 

うし 

 

    

牛にゅう入りのアイスクリームは、とてもおいしかった。 

牛は大きくて、びっくりしたけど目が、かわいかったので 

こわくなかった。 
 

かんそう 
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「ならつのひこじんじゃ」にあった、大きなクスノ

キです。大昔から生きているおじいさんです。 

この木には、なんどもかみなりがおちているけれ

ど、元気にいきつづけてます。 

葉っぱがたくさんあったので、ひかげになってす

ずしいです。 

ちょっと、かがいっぱいいたから、いやでした。

でも、となりのトトロに出てくるクスノキににてい

て、トトロが出てきたらいいなぁと思いました。 

しろあとから見た 

        五重のとう 

 

 わかくさ中学があるところは、むかし、「多聞
た も ん

城
じょう

」というりっぱなおしろがあったと

ころです。 

 そのおしろは、てきにつぶされてしまい、今はなにものこってません。 

そこから、大仏でんや、五重のとうがみえました。 

 ここにある長いかいだんをつかって、「幻
げん

燈
と う

会
え

」というきれいなおまつりがあります。 

（下のしゃしんをみてください） 

 

 

くすのき 
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夕
日
地
ぞ
う
は
、
夕
日
の
方
を
み
て
る
か
ら
、
こ
の
な
ま
え
に
な

り
ま
し
た
。
お
地
ぞ
う
さ
ん
は
、
み
ん
な
を
た
す
け
て
く
れ
ま
す
。 

右
手
に
し
ゃ
く
じ
ょ
う
、
左
手
に
、
ほ
う
じ
ゅ
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
ら
で
は
七
月
二
十
三
日
、
お
地
ぞ
う
さ
ん
の
お
ま
つ
り
み
た
い

な
「
じ
ぞ
う
ぼ
ん
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
京
都
は
八
月
で
す
。 

夕
日
地
ぞ
う
の
ほ
か
に
も
、
川
中
地
ぞ
う
と
か
、
け
し
ょ
う
を
し

て
い
た
児 こ

川 か
わ

地
ぞ
う
と
か
、
ほ
か
に
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。 

植村
うえむら

牧場
ぼくじょう

 

黒瀬
く ろ せ

礼子
れ い こ

さん 

牛のことをいっぱいおしえてくれまし

た。「みんなもおいしい牛にゅうをのんで

みてください！」といわれました。 

奈良
な ら

街道
かいどう

まちづくり研究会
けんきゅうかい

 

山口
やまぐち

育彦
やすひこ

さん 

 ぜんぜん知らなかった「ならきたまち」を
おしえてくれました。「いつでも、聞きたい
ことがあればきてください」といってくれま
した。 

 

「児川地ぞう」 

よく見ると、お顔におけしょうしてます。 

 

地    ぞう 

↓    ↓ 

 大地 + 母の体内 

 

すべてのものは大地から生まれ

てる。大地は母である。 

だから、子どものまもりがみ！ 

かんそう 

 
夕日地ぞうさんみたいな大きい
地蔵さんがあって、すこしびっくり
しました。 
けしょうをしていた地ぞうさんは 
かわいかったです。 

このひとに聞きました 

夕

日

地

ぞ

う
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